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２９年度までの取組み

H28.7 庁内関係課等による
「オープンデータ検討チーム」の設置

アドバイザー：筑波大学教授 川島宏一氏
H28.7～ 県内Code for団体メンバー等との

意見交換会を開催
開催実績：５回（延べ約120名程度参加）

H29.7～ GTFSチャレンジグループの開催
開催実績：全体会４回(延べ約70名程度参加）

H29.10   富山県オープンデータポータルサイト開設

H29.11 「電子自治体の整備に関する研究会」を開催
H30年度以降、県・全市町村での共通フォーマットによる
データ公開を目指すことを合意 2

その他、ハンズオン研修会を南砺・魚津で数回開催

この取組みが、「標準的なバス情報フォーマットデータ作成セミナー」に繋がる！



平成３０年度の取組み

県・市町村共通フォーマットによるデータの公開

①H30.8.6 電子自治体の整備に関する研究会」開催

・検討の結果、総務省が提示する推奨データフォーマットにより
「地域別・年齢別人口」と「Wi-Fiアクセスポイント設置場所」
のオープンデータ化に取組むこととした。

・ニーズの多い「避難所データ」に関するデータは、
県で一括作成し、市町村でチェックしてもらった上で公開する
こととし、現在準備中。（福祉避難所は、各市町村で作成）

【公開状況】
・ポータルサイトは９自治体で公開済み
・地域別・年齢人口…立山町、入善町
・Wi-Fiアクセスポイント設置場所…魚津市、立山町

【福祉避難所の公開可否】 ・14自治体から「公開可能」と回答
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平成３０年度の取組み

県・市町村共通フォーマットによるデータの公開
② 「標準的なバス情報フォーマット」により県内のバス情
報をオープンデータ化（交通政策部門の取組）

・バス情報＝バス時刻表やバス停の位置情報など

・Code for団体の有志等が講師となり、
データ作成セミナー等を計11回開催

・バス事業者が自らデータを作成できる
よう、継続的な仕組みづくりを
目指す。

・８自治体でオープンデータ化済、
一部はGoogleマップ等で検索可能に

→年度内には、県内全てのバスが、
大手検索サイトや地図アプリで検索可能に！4

データがほしいという県民の思いと、お金をかけず
に利用促進したいという行政の思いがマッチ
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1/30から「あさひまちバス」が検索可能になりました！

投影のみ
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県のオープンデータポータルサイトです
ＵＲＬ：http://opendata.pref.toyama.jp/
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県のポータルサイトではこのように見ることができます
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ポータルサイトでは見にくいので一覧表もあります


